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１　はじめに
情報通信技術（ICT）の進歩により、マルチメディア
化された資料を用いる教育が、高等教育機関の非情報
系科目でも日常的に行われるようになった。技術の進
歩はコンピュータやネットワークをコモディティ化
（家電化）し、また同時に家電のデジタル化も進み、計
算能力が必要とされる分野に関与しなければ、導入時
点で必ずしも高価格で高性能な機材を選択する必要が
なくなってきた。コストパフォーマンスが最もよい最
多販売価格帯の製品を選択したとしても、利用に際し
て十分なハードウェア資源を揃えることができ、マル

概要
情報通信技術（ICT）を用い、動作実績のあるコンポーネントを選択し組み合わせてビデオ視聴システムを構築した。
このシステムは、授業内容を開始から終了までデジタルファイルとして記録し、それをWebブラウザで視聴可能な
Flash Video（FLV）形式に変換し、学内サーバに保存するものである。これにより学生は学内で授業とは非同期に授業
内容を閲覧することが可能となる。こうしたビデオシステムの考えは新しいものではないが、その利用面についてはま
だ研究の余地がある。本論文では、このビデオシステムを学習支援に応用する手法について考察する。さらに、授業改
善へつながることも示す。
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Abstract
The video system which construct with functionally well-known components by use of information and communica-
tions technology (ICT) has been developed. This system captures an entire in class lecture including audio, and
transforms it into Flash Video (FLV) files stored on an internal web server. So this system makes the content avail-
able to students for reviewing non-synchronously through a web page. Lecture video archive systems introducing
here are not new in terms of concept, but have new possibilities and studies in terms of usage. This paper discuss-
es applications of this video system for a learning support. And it reveals this video system leads to evaluation and
improvement of class instruction.

Key-words：educational system, classroom video, multimedia, non-synchronous, instructional improvement

チメディア化された資料を大容量化・大規模化したり、
日常的に授業に用いたりすることが可能となってきて
いる。この機器導入の手軽さが、さらにまた新たな教
育のアイディアを生む下地になっている。筆者らも、
これまで授業にそうしたICTを取り入れる立場でシステ
ムの開発や授業運営に取り組み、授業手法の開発や改
善など一定の成果を得ている[1,2]。
教育にICTを取り入れる先行例として、各所で研究が
すすめられていたe-Learningシステムについては、近年
では旧来の教授法をバランスよく効果的に組み合わせ
て行うブレンディッドラーニング（blended learning）
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という形態に変遷してきている[3,4,5]。これはICTを授
業に取り入れ適用する範囲を無理なく広げていこうと
する試みに他ならない。こうした優れた教育手法の研
究は各組織で行われているが、組織にはそれぞれ独自
性があるため、他で作成した手法やコンテンツをその
まま導入して利用するという立場では、実際の授業運
営時にさまざまな問題が起きると考えられる。中小規
模の組織には、大規模組織とはまた質の異なる制限も
ある。こうした独自性をシステムに効果的に反映させ
る仕組みが切実に望まれている。
一方、教育機関の多くでは、授業へのICT導入とほぼ
並行し、授業改善を目的としたFD活動も行われるよう
になった。現在本学でも、授業相互参観や満足度調査
などの取り組みが実施されている。ただし、こうした
活動により学期ごとに評価を受けてはいるが、教員が
他教員の授業評価のために使うことができる時間資源
は限られており、より冷静的かつ客観的な視点による
評価・分析が受けにくい状況にある。つまりは現在の
ような、個人単位で行われている現状での授業改善の
難しさがここにあると考える。授業改善を進める上で
は、無理なく複数教員の評価の目を取り入れることが
必要である。
本研究は、授業へのマルチメディア的資料の導入を

目指す一環として、筆者が数年にわたって試みてきた
授業研究のなかから、ビデオ記録に関する部分をまと
めたものである。またさらに平成19年度共同研究課題
「授業評価方法の多元化の試み」における研究分担（機
器活用面からの授業改善）に関する報告にもなってい
る。授業の内容をビデオに記録すること自体は、決し
て目新しいアイディアではない。また既に、記録した
ビデオを旧来の授業スタイルを補完するものとして扱
う組織も見うけられる。そこで本論文では、授業内容
を記録したビデオ映像などの映像資料の利用面での新
たな可能性について検討するものとする。ここで検討
する手法が、上記e-Learningをめぐる組織の独自性問題
を解決することを論じ、さらには授業改善の一環であ
る授業相互参観に代わりうるものとしての可能性につ
いても考察する。

２　デジタルビデオ技術とその教育での利用
ここで、今回の研究の主題であるデジタルビデオ技

術についてまとめておくことにする。この技術周辺に
位置する機器群は、いわゆるマルチメディア化の代表
的存在であり、また最もコモディティ化が進んでいる
分野の一つであるといえる。身近な例では、テレビな
どの報道・メディアの編集や配信などでの利用があげ
られ、アナログ的手法を用いていたものからデジタル
化されたものに変更される部分の割合は年々増えてき
ている。この置き換えを支えているのがデジタルビデ
オを含むデジタル技術の革新であり、同じくして導入
の障害と考えられた利用面でのさまざまな問題点が解
決されていった。
身の回りの機器が動画機能を備えるようになってき

た背景には、MPEG4などに代表される動画圧縮伸長ア
ルゴリズム技術によって、帯域的に制限のあるネット
ワーク経路を用いる場合であっても、十分高解像度の
動画の配信が可能になったことがある[6,7,8]。開発され
た技術はメディア分野だけに限らず一般にも利用され
るようになり、今ではインターネット上に動画共有サ
ービスが乱立するに至っている。本学学生がこの動画
共有サービスのコンテンツを利用している姿を見る機
会も増えてきた。さらに携帯電話、携帯オーディオプ
レーヤ、PDAなどの比較的性能が低いハードウェア構
成をとる小型携帯端末分野でも、インフラの増強と専
用チップを用いる回路設計などの面から端末性能の強
化がなされている。その結果、ビデオやテレビを視聴
できる機能を持つように発展・進化してきている。こ
うした事実などから、ビデオ映像資料を再生し閲覧す
るためのハードウェア環境は十分整ってきたといって
よい。
一方でビデオ映像を記録し作成するためには、閲覧

することに加えて撮影するための機器が必要である。
さらに編集時には圧縮された大量のデータを加工する
必要が発生する場合があるなどの手間もかかる。この
ため、手法導入についてはまだ一般にはハードルが高
い傾向がある。だがこの点も、携帯端末の入力デバイ
スを活用できるようになったり、編集作業をWeb上で
行うことができるサービスが始まったりするなど、利
用を躊躇させる部分の改善が近年急速にすすんできて
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いる。画像の解像度や表示フレーム速度などの質にこ
だわらなければ、ビデオの記録・編集・変換などの操
作も実用上は重く感じない程度の負担内に収まるよう
になってきた。
デジタル技術を用いたノンリニア編集は、アナログ

技術とは根本的に大きく異なる。その利点としては、
使用目的に合わせてシステム規模を自由に変更可能で
あること、記憶容量を大きく取れること、機器を組み
合わせて合成・分離などの加工をした画像を取得しや
すいこと、遠隔でも映像を確認可能なことなどが挙げ
られる。こうした特徴を生かした教育システム教材の
開発が目立っている。ビデオを用いた教育の先行事例
については、例えば、大規模組織においてのサテライ
ト校間の授業での利用をはじめとして、講師陣を充実
させるために現場で活躍している人たちの声を活かす
目的で遠隔授業を行うなど、ユニークな事例が多数報
告されている[9]。さらには、ビデオ映像を自学自習向け
を中心とするオンライン教育用のコンテンツの一部と
して活用する例もある。プレゼンテーションソフトな
どと組み合わせて講義資料と動画映像資料を同期させ、
学習進度に合わせて再生するツールなどがこれに該当
する[10]。以上のように、授業に対してビデオ資料を同
期的に用いる手法、授業とは別に非同期的に用いるも
のなど多数の試みがなされている。
ビデオを授業内で使用することが効果的かどうかは、
授業形態と内容に関係し大きく異なる。無目的で使用
しても貴重な時間が失われ、学生の学習に対する意識
も変質させてしまう可能性すらある。授業資料へのICT
導入もこれと同じく、当然目的があって用いられるべ
きものである。技術的な進歩・ブレークスルーがあっ
たからといって、無理に使用するものではない。当初、
映像資料はそれを使うこと自体が、技術的優位を強調
するデモンストレーション的な面があり、画面の動き
や派手さも目についた。だが近年では、こうした一時
的な流行の時期も終わり、ビデオ映像資料やICTを利用
する意味について十分検討が重ねられ、効果的に利活
用するための技術の蓄積がすすんできている。
ここで議論を明確にしておくために、授業内でのビ

デオの利用に関して予め次の２種類に分類しておく。
①外部の情報ソースによって作成されたビデオ映像

を切り出して利用すること
②教員が自身で作成した資料や授業の結果としての
授業記録など内部の情報ソースとして利用すること

前者は市販コンテンツや放送されたコンテンツを録画
したものなどを指し、著作権が利用する教員とは別の
ところで管理されている。一方後者は教員自らが作り
出したコンテンツであり、権利は作成者本人である教
員にある。この後者の例には本研究の対象である自ら
の授業内容の記録ビデオも含む。マルチメディア的教
材を導入しようとする教員は、前者①に分類される多
数のコンテンツのなかから授業で利用可能な優良なコ
ンテンツを選別し取り入れていく一方で、権利的に使
用しやすい後者②に分類されるコンテンツを充実して
いくことが望まれている。ただし、授業で使用する資
料の中には、授業中の利用に限り著作権上例外的に使
用が認められているものもあり、授業を撮影した記録
すべてが内部の情報ソースであるとしてしまうのには
無理がある。この場合、撮影されたビデオ映像を授業
時間以外で使用することは、厳密には著作権上問題が
生じる場合がありうる[11]。しかし後の説明でも判明す
るとおり、今回記録されたビデオ画像は、解像度など
の制限から、細かい部分の判読は困難であるため、こ
の点はほとんどの場合問題にならない。将来、高解像
度画像を利用することになり、画像内の資料の判読が
可能になった際には、授業時間外の利用に対して権利
処理の問題が改めて問われることになるであろう。
こうしたビデオ映像の収集、つまりはソフトウェア

面の充実を図ることは、コモディティ化したコンピュ
ータのハードウェア面を充実させるよりも困難である。
大規模な組織であれば、様々な補助を得て組織として
映像ライブラリを充実させていくことも可能であるが、
小規模な組織では十分なサポートが期待できないため、
より実効性の高い方法を考えなければならない。

３　授業記録システムの構築
前節末の問題意識を受けて、本研究ではビデオを手

軽に記録生成し、利用するための手法やシステムにつ
いて検討し構築することにした。すでに記したとおり、
技術的な進歩によりビデオの再生・記録については、
金銭的なもの以外のほとんどの問題は解決され、以前
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に比べると極めて手軽に利用できる環境が手に入るよ
うになっている。ただし教育で利用するためには技術
的に可能かどうかということに加えて、その導入およ
び運用の手軽さが重要な要素になる。授業は研究会な
どで行う講演発表のように１回だけのイベントで終わ
るのではなく、通常は半期15回という単位で連続して行
われる。授業で利用する機会を広げるためには、毎回
使用する際の使いにくさなど、使用する者が利用を躊
躇する部分を極力減らすことが望まれる。そして、本
来の目的たる授業内容の充実や授業運営手法の改善な
どの部分に集中できるように十分配慮する。こうした
点に注意して、構築・導入するシステムに対して必要
となるポイントをまとめてみる。

ａ）システムは簡単・手軽に利用できること

システム運用の負荷は軽微なものがよい。特に担当
する授業科目が時間割上連続して配置している場合な
どには、ここに必要な作業が集中することになる。授
業の終了と開始の短く限られた休み時間に、通常の授
業準備・教室移動などの手間に加えて、機器の設置・
調整・操作に必要な時間が生じる。本来の授業準備が
おろそかになったり、このために授業時間が犠牲にな
ったりするようでは本末転倒である。
さらにインターフェースの設計においても、デザイ

ン面の配慮や、利用に際しては追加的に要求される知
識と技能も少なくてすむようにする。これには汎用的
な機材や、一般的によく用いられるインターフェース
を選択するように心がけるとよい。例えば利用者の視
点からは、日常的に使用する汎用のWebブラウザが利
用できるようになっているほうが望ましい。ただし、
こうした簡単・汎用な設計になっているものでは、画
面がシンプル過ぎるなど、利用時に最先端技術に触れ
ている時のような面白さは感じられなくなる欠点がある。

ｂ）システムは確実に動作すること

この条件を満たすために、市販されているシステ
ム・機器を導入し用いる場合には、ある程度販売実
績・動作実績のある機材を選択するほうがよい。技術
的に先取りした製品は、使っていて面白い面はあるが、
想定外の動作を招いたり、不具合の改善が進まなかっ

たりなどの結果、時として必要な機能を提供してくれ
ないこともありうるからである。また、自ら構築する
システムの場合には、実績のあるプロジェクトモジュ
ールを積極的に選択するほうがよい。筆者は安定性と
動作確認する際の容易さなどの面から、オープンソー
スプロジェクトの成果物で、その開発者たちが作るコ
ミュニティが安定し長続きしているものを選択するよ
うに心がけている。
さらに加えて、システムにはエラー復帰能力がある

ことも望まれる。機器の設定が上手くいかず、授業で
余分な時間をとられてしまったり、利用をあきらめな
ければならなくなることも避けたいので、問題が発生
した場合にはその回避策が取れるほうが望ましい。一
般的にはシステムを並列化・多重化することでこの機
能を実現することが可能である。

ｃ）システムには記録とフィードバック機能があること

教育効果を確認できるような仕組みが備わっている
ことが望ましい。これはシステムの利用記録（アクセ
スログ）を参照できることを意味する。教員側からは、
履修者のシステム利用記録などが入手でき、分析を加
えることが可能となっていれば、現状把握と学習効果
の確認と検証に使えることになる。また履修者側から
も、自身の学習効果を客観的に確認できるようなフィ
ードバック機能があることが、モチベーションを高め
利用効率を高めるうえで重要なポイントである。

上記のａ）およびｂ）は、教育に限らず一般的に導
入するシステムに望まれるポイントである。ｃ）につ
いては教育目的での利用時に望まれるポイントとなる。
市販される製品を中心に教育システムを構築導入する
際には、ｃ）のポイントをいかに実現するかが鍵にな
る。こうしたポイントと加えて、教員が望む機能を満
たすように導入システムの構成を検討するのだが、利
用する組織の規模、対象学生の傾向などの違いから、
でき上がったシステムは専用のカスタム品となってし
まう場合が多い。筆者が教育システムを授業に導入す
る際にも、やはりこうした傾向が現れる。研究会など
で発表されたすぐれた実践・アイディアや紹介された
機材も、所属する組織での授業に導入するためには機
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器を実情に合わせて微調整しなければならない。結局
は、必要な機能のみを持つコンパクトな構成の機材や
システムを用いるほうが使い勝手が良い。本研究でも、
既にある手持ちの機材に合わせて、必要な機能だけを
持つ簡単なシステムを構築し運用することにした。基
本的なシステム構成はすでにインターネット上で利用
が進んでいるYouTubeなどのWebベースの動画共有サ
ービスを参考にする。
今回のシステムの中心的な機材は、記録をとるため

のビデオカメラである。手始めとして、既に所有して
いた市販のデジタルカメラ（Panasonic製SV-AV50）の
ビデオ記録機能を用いることから始めた。続いて解像
度・画質・音質などの効果を確認すべく、HD画質対応
のビデオ（三洋電機製Xacti DMX-HD1000）を導入する
ことにした。ビデオ映像の記録媒体および記録形式は、
メディアの交換やPCへのコピーおよび変換の扱いやす
さ、将来性などから、フラッシュメモリカード（SDメ
モリ）にMPEG4形式で保存されるものを用いる。新し
く機材を選定する場合に、この要件は重要なポイント
となる。さてこのカメラを、筆者が担当する授業毎に
教室内に設置し、授業の開始から終了まで連続して記
録を行った。記録形式がMPEG4可変ビットレート
（VBR）である場合は、映像対象によって生成される情

報量は変化する。この時のビデオ記録形式の詳細は表
１にまとめた。ビデオカメラを適切に設置し、１コマ90
分の授業を連続して記録すると、おおよそ500MBのビ
デオファイルが作成される。これは平均的に１Mbps程
度のビデオストリームで記録していることになる。こ
のビットレート程度で記録されたビデオ映像は、細か
い内容の判読識別を目的とするよりも、Live感を重視す
るような利用に適したものに仕上がる。ネットワーク
上での利用を考えているので、これ以上の高ビットレ
ートで記録してもビデオ視聴時に帯域不足で不安定に
なるなどの問題が発生する可能性が高くなるだけで、
現時点では実用上の利点はない。さて、実際に構築し
たシステムを使ってビデオを視聴してみた結果、消費
するコンピュータ能力やネットワーク資源は、利用可
能な能力・帯域内に十分納まっており、映像はほぼよ
どみなくなめらかに再生できることが確認できた。筆
者の場合、このビデオを用いた記録が毎週５コマ（５

図１　授業ビデオ公開システムの構成図
今回構築したビデオ公開システムの構成を簡単に記したものである。変換やHTMLファイルの整形に用いるツールなど細かい部分は省

略している。HDDに保存される記録は半期40GBのペースで増加する。

320× 240（QVGA）
24bit
30fps
MPEG4

G.726（8kHz, 4bit, 1ch）
最大1.5Mbps

表１　ビデオの記録形式詳細
動画記録画素数
動画記録ビット
動画フレームレート
動画圧縮方式
音声圧縮方式

動画記録ビットレート
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科目）分、2.5GB程度ずつ蓄積されていく。半期15回の
授業が終わったときにはトータルで40GB弱程度の容量
になる。この授業のビデオ記録に求められる情報量は、
現在数千円程度で手に入る安価なハードディスクを用
いて十分対応可能な数値に納まっている（図１）。
こうして蓄積されたビデオデータは、教員がそのま

まのファイル形式ですぐに記録として利用することが
できるようになっている。資料がデジタル化されたこ
とで、必要な個所に速やかに移動し効率的に視聴する
ことができるなど扱いが容易になり、ライブラリとし
ての価値もでてきた。筆者も授業内容を確認する資料
として、このビデオ映像を利用する機会が増えてきて
いる。
次に、このビデオデータを履修者などの担当教員以

外に対しても公開できるような機能を組み込むことに
した。まず、記録したビデオ映像は、利用しやすい形
式に変換しネットワーク上に保存する。ここで選択し

た変換後のファイル形式は、Adobe社のFlashの機能を
用いてブラウザ上で再生可能なFlash Video（FLV）で
ある[12]。このファイル形式はインターネット上の動画
共有サービスで用いられることが増えてきている。事
実上Adobe Flash Playerはブラウザに標準的にインスト
ールされている機能の一つといってよく、個別にコー
デックを導入することが不要となる。さらにFlashを用
いることで、データ提供部分のサーバにも特別なスト
リーミング機能を持つ用意する必要がなくなり、標準
的なWebサーバのHTMLプロトコルを用いた対応が可
能となるなど、利用の幅が広がる。これまでにも筆者
は専用のビデオサーバを構築し、授業で用いる事例に
ついて報告している[13]。しかし、専用サーバを用いる
方法では環境を維持するための管理・運用が煩雑であ
り、組織で管理された標準的なリソースで対応するこ
とも難しくなる欠点があった。一方、今回のようなス
トリーミング機能を持たないサーバでは、事前に一括

図２　ビデオ公開システムの利用画面
公開されるビデオ映像には、このようなWebインターフェースを介してアクセスする。左フレームから視聴を希望する授業の回を選ぶ

と、右下フレームでFlash Videoが再生される。
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変換しWebコンテンツと同様に扱う方法をとる必要が
あるため、利用目的毎に最適ビットレートで配信した
り、ネットワーク帯域の変化に動的に対応したりする
ことはできない。例えば携帯電話を利用した運用など
PC以外からの利用や、ネットワーク帯域が異なる外部
リソースとの間で配信するような場合などには柔軟に
対応することは難しい。そうした需要がでてきた時点
で、別のシステムを用意することを検討する必要があ
ろう。さて、実際のMPEG4形式からFLV形式への変換
には、オープンソースソフトウェアFFmpeg、および
Windows上で動作する Free Video to Flash Converterを
利用した[14]。Free Video to Flash Converter は、変換
と同時に視聴の際に便利な Flash オブジェクトも生成
する。同様の機能をもつソフトウェアはインターネッ
ト上で多数手に入れることができるので、利用環境に
応じて、安定し使いやすいと思われるものを選択し使
用すればよい。変換後の FLV 形式のファイルは、教育
用として学内に設置されているWebサーバ上にコピー
し、教室などからアクセスできるようにした。この手
順はあくまでも通常のWebコンテンツの追加や更新と
同じであり、特別なアカウントや権限は必要としない。
今回は学内のみに公開可能なWebサーバを利用したの

で、アクセス対象者としては必然的に学内で利用する
履修者が前提となる。さらに、サーバ上で動作するPHP
スクリプトを用いてシステムの利用記録などが取れる
ようにし、後でデータを分析したりフィードバック機
能を追加する際の基本情報として使用したりできるよ
うにしてある。
さて、シンプルなシステムをということで構築を進

めてきたが、結局これら一連の手順の中には、機器の
設置・撤去それから記録した動画を回収したり変換し
公開したりする作業など、手作業で行わなければなら
ない部分がかなり残されている。このため、現状は全
自動的に使えるものではなく、システム化されている
とも言いがたい。作業としては単純で簡単なものでは
あるが、教員側の負担は確実に増加することになる。
しかし、先に挙げた必要条件は満たしており、本研究
の一環として評価目的であれば十分使用に耐えるもの
に仕上がった（図1,2）。

４　システムの評価および効果
４.１　ビデオ導入の実践と結果

さて筆者は紹介したシステムおよび運用方法を用い
て、担当する授業科目に対して2007年度から１年以上に

図３　教室内環境のレイアウト
ビデオ機器設置と教室レイアウトを示した（図は本学C21教室をモデルにした）。教卓とホワイトボードを中心に記録できるようにカメ

ラを配置する。教室内にある設備（PC本体）を利用してカメラアングルを固定させている（左下写真）。手軽に設置し記録できるように
するために、授業で設置するのはこのビデオカメラだけである。
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わたって授業内容を記録し続けてきた。授業内容を毎
回記録として残す場合、担当教員以外の授業履修学生
の存在も考慮しなければならない。カメラの撮影角度
を注意したとしても、通常開講される授業内容を記録
するわけであるから、記録内容に学生の姿や音声が入
り込むことはほとんど避けることができない。学生ら
は教員が思うほどは気にしていないようだが、誤解や
後に問題になることを避けるために、半期授業の初回
に記録をとることと利用目的・利用範囲などを明確に
告げるようにしている。
ビデオ記録を続けていてまず問題となったことは、

ビデオカメラの教室での設置場所である。当初は、授
業の雰囲気までを記録するために、学生も含めた撮影
を検討していた。ビデオ機器を複数台用意し、マルチ
アングルで教室内を複数映像撮影し、最後にこれらを
同期させた状態で画像を合成し記録動画を作る方法で
ある。しかし研究とはいえ、毎回ビデオカメラや機器
を教室内に設置調整することは厳しい。通常は教員の
みの単独構成で授業は行われるために手間を減らす必
要があることと、機材が限られていることから、無理
をせずに記録ビデオカメラの使用は１台に限ったほう
がよいと判断した。さて、この場合には記録装置の設

a) 2007年度後期マルチメディア論（C21教室） b) 2008年度前期情報システム概論（C21教室）

c) 2008年度後期マルチメディア論（C31教室） d) 2008年度後期ソフトウェア実習Ⅱ（C31教室）

図４　授業内容をビデオ記録した映像例
カメラの設置場所によって記録できる範囲が変わるため視聴時に受ける印象も違ってくる。１Mbps程度のビットストリームでも、大ま

かな授業の雰囲気は十分つかむことが可能である。ただし、プロジェクターやモニターに映された資料の細かい文字の判別は困難である。
この図はビデオ再生を途中で停止し静止画として印刷したものだが、実際にカラー動画として視聴する際には細部の解像度はもう少し高
く感じられる。b)は教材提示カメラで写された資料を用いて講義中の画像であり、d)はプロジェクターに映された資料を補う説明をホワ
イトボードに書き加えている画像である。
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置場所、つまりはカメラのアングルなどが新たに検討
すべき問題となってくる。撮影機材の性能にもよるが、
より広い範囲を撮影する目的のためには、カメラの配
置場所を被写体から離して設置する必要がある。ただ
し、引き過ぎると音声と画像の細かい判読が不可能に
なる。逆に被写体に近過ぎると、撮影対象が移動し頻
繁にフレームアウトを起こすなど授業内容が把握しに
くくなる難しさがある。図３に今回の事例での教室内
の機器配置を示した。これは、教卓中心に立ち振る舞
う教員の姿、ホワイトボードへの板書などが最大限記
録できるように考えた結果である。授業項目・配布プ
リントなどの授業資料についてはWeb資料として別に
公開しているものがあるので、ここでは大雑把な授業
進度がわかり、資料のどの当たりを参照しているのか
が判別できる程度の記録で十分目的を満たす（図４）。
こうした設置準備の面で試行錯誤を行う必要があるの
は、当然のことであるが、そもそも本学の教室が本研
究の目的に使えるように設計されていないからに他な
らない。ビデオカメラや処理に必要な機材を恒常的に
設置でき、これらを常用可能な教室が学内にあれば事
情は変わってくるはずである。授業開始・終了毎に機
器を設置・撤去する手間も軽減でき、もっと気負わず
気楽にビデオ記録を授業に導入できるようになる。他
の教員にも利用を広げるためには、このような教室施
設の整備が望まれる。
ビデオカメラの設置場所と関係して、記録時の音声

レベルの調整も工夫が必要な点である。ビデオカメラ
のマイクが発言者から離れて設置されていることもあ
り、音声レベルが低すぎて、音量を最大にしても発言
内容がうまく聞き取れないこともがあった。マイクア
ンプやワイヤレスマイクなどを利用することも検討し
たが、授業スタイルを変更したり、動作に制限を受け
たりすることはできる限り避けたい。そこで、音声レ
ベルの調整はソフトウェアを利用しておこなう方法を
選択した。本来の記録解像度（表１にあるように量子
化ビット４ビット）を無視し、ソフトウェア的に音声
の最大化を図るため、音質面での改善効果は期待でき
ないが、音量的には適切な範囲に調整され内容を理解
することが可能となった。こうした変換にもインター
ネットで公開されているオープンソースソフトウェア

FFmpegなどを使用している。

４.２　学習の補助教材として

今回紹介している授業記録は、就職活動や病気など
の理由で欠席した授業の補習補助教材として利用可能
である。さらには学習意欲のある学生が、履修した授
業を復習に利用する時など、学生に学ぶ機会を与える
使い方において、一定の効果が認められた。実際に、
本システムと同時に設置している利用者向けのアンケ
ートからは、「あの時のあの説明をもう一回聞きたいと
思うところがあり、復習にもなるので、ビデオを公開
してくれるのはありがたい」、「冬休み前頃に、わからな
かったところの説明をもう一回聞きたいと思い、ビデ
オを観た」、「とても役に立った」、「復習も兼ねてもう一
回観たいと思った」などの好意的な意見が寄せられて
いる。これらは、こちらが意図した通りにビデオ映像
を教材として利用した学生の例である。
ただし対象となった学生全体としては、実際の利用

状況は残念ながら極めて低調であった。これはそもそ
も筆者が、授業をきちんと受けることのほうがより重
要と考え、今回のシステムを学生に対して積極的には
案内してこなかったことが原因の一つにあると考えて
いる。授業中にシステムを使用しビデオ視聴する画面
を見せながら、利用法を簡単に説明する程度にとどめ
ていた。きちんと授業に参加した学生にとっては、あ
えてビデオを視聴する意義を見いだせなかったのでは
ないかと考えられる。また、利用者が再生する際の環
境についても改めて確認してみると、視聴が学内コン
ピュータ教室でのみ可能ことにも原因が考えられる。
学習活動の一部とはいえ、周囲に他学生などがいると
きに落ち着いて視聴することは難しい。イヤフォンな
どを利用して、ビデオ映像を視聴することになるだろ
うが、こうしたちょっとしたことが気楽な利用を妨げ
ていると思われる。
数少ない利用事例・アクセス記録からではあるが、

その中で特記すべき残念な事例があった。それは、履
修学生の中に、後でビデオ記録を閲覧するからと、対
面授業を軽視する学生が現れてきたことである。この
ことも理由の一部となり、2007年度から始めた授業ビデ
オの実験的公開も2008年度後期には一時的に取り止める



千葉経済大学短期大学部研究紀要　第５号

－ 72 －

決断をした。毎回の授業の記録そのものは継続して行
っている。
ビデオなどの視聴覚教材を使用すれば、必要とされ

るほとんどすべての実例を映像として示しながら、教
育を行うことができるので、学習者に理解を促すよう
な意識変化を導くことは間違いない。短時間で理解を
促したり、授業の導入部分として使用したりすること
の効果が認められている。このため、旧来より映像・
ビデオが授業に取り入れられ授業改善を図る実践研究
が行われてきたのである。ただし、授業における効果
についての定量的研究は少なく、さまざまな特質をも
つすべての学生に対して、長期的・広範囲な視点で考
えて視聴覚資料を使うほうがすぐれていると結論づけ
られるかどうかについては、今回の研究を経験した筆
者自身は疑問を持っている。
ビデオを用いる教育は受け手にとって一見手軽では

あるが、コンテンツとして準備されたビデオと同じ時
間を、利用者は視聴のために拘束されることになる。
ある程度以上の学習動機がないと、この時間に耐えて
資料を有効に活用することは難しい。1コマ90分の授業
に集中できない学生が、同じ時間を録画したビデオ視
聴に集中することは難しいであろう。授業を受けてい
る時には後でビデオを見るからよい（場合によっては
欠席してもよい）という心理になるが、実際に見ると
なると根気が続かないので中断してしまうことになり
かねない。本来教育は主体性を持って取り組む必要が
あるもので、時間経過とともに自動的に情報が提供さ
れていくテレビ・ラジオのようなマスメディアサービ
スとは決定的に異なる。ICTによる教育システムでもこ
の事情は変わらない。
ここまでの議論は、自ら率先して学ぶ力のある学生

に対しては有効なシステムが、履修上注意を要するよ
うな学生に対してはむしろ効果がマイナスに働く事例
があることを報告した。しかし、このような学生対象
であっても、ビデオ映像を他の授業との関係を強化す
る目的で用いる使い方においては有効ではないかと考
える。近年本学ビジネスライフ学科などで授業を担当
していて困惑するのは、前提となる知識が欠如してい
る学生の存在である。この原因の一つには、本学の授
業履修の自由度が高いことが考えられる。興味に合わ

せて時間割を組んだ結果、前提となる知識を習得する
科目や履修すべき科目が履修されておらず、思うよう
に理解が進まないことがある。さらに、授業間の連携
はほとんどシラバスレベルでしか行われておらず、他
の教員がどのような内容で授業を行っているか十分把
握できていない。記録したビデオ映像を授業の科目・
内容毎に細かく分割整理しライブラリ化することがで
きれば、こうした問題を解決することができると期待
できる。ここで記録されたビデオは、本学で行われて
いる授業そのものであり、既にこの教材が、本学の学
生のレベルに合わせた内容で用意されていることに注
目しなければならない。つまり、自動的に本学学生向
きの資料として整備可能なのである。他教員の協力が
得られれば、本システムを利用することでこのための
試みを始められると考えている。

４.３　授業改善のためのツールとして

現在、教員が授業ノート・資料だけではなく、授業
の記録ビデオを動画共有サービスなどを利用し一般に
公開することの意味は何であろうか。一科目の授業に
ついていえば、その内容の作成・授業運営がほぼ担当
の教員の判断のみでなされている。こうした形式をと
る以上、授業運営を改善する圧力は教員個人にはほと
んどかからない。長期にわたって内容や手法が見直さ
れず授業が行われている事例もある。このような科目
で授業内容をビデオで記録することそれ自身が、授業
改善を進める力として利用できることが期待できる。
授業内容を記録し、公開することになると大多数の教
員からは反発があるだろう。外部の目にさらされ、記
録された映像を、あらさがし的な雑な評価目的で利用
されたり、また無用なトラブルに巻き込まれたりする
ことを避けるため、こうした公開をためらう教員がい
ることも確かである。しかしここで教員の寛容さや自
律心が試される。
自らを振り返って考えてみれば、他人の目に触れて

いない授業では、ある種「甘え」の気持ちがあること
を否定できない。ここでビデオ記録を用いることを提
案するのは、実際には教員は多忙であり直接授業参観
などをする時間を確保するのが難しいためである。ビ
デオに記録することにより、実際にそれが他人の目に



ICTを用いた授業記録システムの構築と授業改善への応用　江上・内山

－ 73 －

ふれるかどうかというよりも、他の人の目に触れるこ
とがあるかもしれないという可能性が緊張感を導き、
自然に授業内容を改善させていく力になる。筆者らも
共同研究を行っている教員同士で授業参観などをおこ
なったが、その機会ごとに実際にこの緊張感を経験す
ることになった。こうした活動や経験を他教員に広め
ることで、教員全体として仕事量をさほど増やすこと
なく、複数教員の目を取り入れた授業改善を進めるこ
とができるのではないかと期待する。

５　まとめ
ここではICTを利用した視聴覚システムの一種として
オンラインビデオ視聴システムを構築し、授業内容を
ビデオ記録した資料の可能性について論じた。本試み
は筆者らが担当する授業の改善につながればとのアイ
ディアから始めたものであったが、他教員の協力が得
られれば、より強力な授業改善ツールとして利用でき
ることが期待できることを考察した。一部の試みにつ
いては効果を十分には確認できなかった。この原因を
考える中で、結果として教育用システムを利用するも
のには探究心や授業改善を目指すなどの、利用者側の
資質が大きく関係することが改めて認識させられた。
本研究を通じて得られる知見は、筆者らの日々の教育
にも反映されている。
本論文では触れなかったが、本学での講義・実習・

ゼミなどさまざまな形態の授業で、映像資料を効果的
に用いることができるかどうかについての研究も筆者
らは同時に行っている。これについては、担当する授
業を中心に、個別のビデオ導入の事例や効果の検証に
ついて、次年度以降にまとめ報告する予定である。
本研究報告は平成19年度千葉経済大学短期大学部研究
助成費によって実現したものである。また本論文で展
開している議論は、多様な視点を持つ方々との議論な
くしてはまとまらなかった。関係された皆様に対する
感謝の言葉を付記しておきたい。さらに、研究助成費
採択時に本学研究委員会から指摘されたとおり、本学
がかかえる学生の質に関する根源的問題に触れる部分
に関しては、限られた時間内で十分な研究結果を出す
ことは難しかった。本テーマについてはこれを最終報
告とは考えずに、引き続き研究活動を続けていくつも

りである。
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